
第 学年 道徳学習指導案6
日 時 平成１７年１０月２８日（金） ２校時
対 象 ３組（男１７名 女１８名 計３５名）
指導者 井 上 学

１ 主題名 あなたの立場とわたしの気持ち〔寛容・謙虚 ２－（４ 〕）

２ 資料名 お別れ会 （出典：学研「みんなのどうとく」６年）

３ 主題設定の理由

（１）価値について
第５学年及び第６学年の指導内容２－（４）は 「謙虚な心をもち、広い心で自分と異なる、

意見や立場を大切にする 」となっている。この内容は、より広がりと深まりのある人間関係。
を築くために必要な、謙虚な心と広い心を育てようとするものである。
社会生活の中で人間関係を広げていくには、自分のことばかりではなく、相手の立場や考え

を理解し、調和を図ろうとする気持ちが大切である。自分のことだけを主張し、相手を認めず
批判すれば、対立や争いが生じるのは当然であり、円滑な社会生活は望めない。そこで、お互
いの立場や考えを理解し、尊重できる広い心をもつことが必要になってくる。たとえ自分とは
違う立場や考えの相手であっても、人間として同格であり、尊重すべき人格をもっていること
に気付くことで、寛容を深くとらえさせることができる。自分も不完全な人間であることを自
覚させ、謙虚な心をもつことによって、相手に対する寛容が得られると考える。
この期の児童は、他者への批判力がついてくる一方で、自己を冷静に見つめるにはまだまだ

未熟である。広い心で互いを認め合う大切さを感じ取らせ、内面を豊かに育てたい。

（２）児童について
学級の児童は、仲が良く、協力的な子が多い。グループ学習や係活動など、様々な話し合い

活動の場面で、スムーズに意見交流できる児童が増えてきている。
しかし、相手を気遣い、対立関係を避けるために方便として寛容になったり、自己中心的な

考えを押し付けようと理屈をこね強情な態度に出たりすることもまだまだ見られる。
そこで、自分も不完全な人間であり、過ちを犯しやすい存在であることに気付かせるととも

に、どんな相手でも尊重すべき人格をもっていることに気づかせ、時には広い心で接すること
が大切であると考える。

（３）資料について
本資料の主人公である直美は、お別れ会約束の当日、家族ドライブという誘惑に後ろ髪引か

れる思いをするも、約束を果たす決心をする。ところが、一歩遅かった延期の電話に、友達の
約束を大切にしようとした気持ちを踏みにじられてしまう。友達は、都合が悪かったことを弁
解したり直美をなだめようとしたりするが、自分を正当化している直美の怒りはおさまらなか
った。しかし、時間が経つにつれ、何のためにお別れ会をしようとしていたのか、はじめに返
って考え直すうちに、直美は、何となくすっきりとしない気持ちになってしまう。
相手をなかなか許せない直美の気持ちに共感させ、後にすっきりしない気持ちになっていく

姿を通して、ねらいとする価値について考えさせるのに適した資料である。

（４）指導にあたって
事前に、日常生活の中で友達と意見が食い違ったことと、そのときの気持ちについてのアン

ケートを取り、導入の手がかりとしたい。
気づく段階では、自分達と同じような友達とのトラブルについて、直美の気持ちを追いなが

ら考えていくことを確認する。
見つめる・つかむ段階では、まず、自分の都合を犠牲にし、友達との約束を最優先させた

直美の誠実さに気づかせる。次に、一方的にお別れ会を延期された直美のショックと腹立た
しさをしっかりととらえさせる。そのため、自分が一番正しく、友達の言い分を受け入れら
れなくなる直美の気持ちに十分共感させ 「直美がなんとなくすっきりしない気持ち」になっ、
た理由に迫らせたい。また、資料を分割提示することで、直美の気持ちに、より迫らせてい
きたい。

、 、「 」 、 。広げる段階では 本時の価値について 書く ことを通して 一人一人の内面に広げたい
まとめる段階では、穏やかで、相手の意見を尊重している児童の様子を紹介し、今後の実践

への意欲付けを図りたい。
事後の活動としては、班や係の活動の中で励ましたり、帰りの会「みならいたい」で紹介し

たりしながら、お互いの立場を大切にしようとする気持ちを育てていきたい。



４ 本時指導の位置付け

事前の体験活動 事後の体験活動本時の指導

○帰りの会 ○学級活動主題名 あなたの立場とわたしの気持ち
・日常生活の中で ・班活動や係活動を
友達と意見が食 通し、相手の立場価 値 寛容・謙虚 ２－４
い違ったことと を大切にしようと、
そのときの気持 する活動を取り入資料名 お別れ会
ちについて、ア れさせる。ねらい
ンケートを取っ ○帰りの会自分とは異なる立場の意見にも謙虚に耳
ておく。 ・ みならいたい」を傾け、広い心でお互いを認めようとする 「

で紹介する。気持ちを育てる。

５ 本時の指導
（１）ねらい

自分とは異なる立場の意見にも謙虚に耳を傾け、広い心でお互いを認めようとする気持ち
を育てる。

（２）展開の大要

学習活動と主な発問 予想される発言や心の 指導・援助の留意点段階
動き

１ 友達ともめたときの気持ちについ
気 て話し合う。
づ ○友達と意見が食い違ったとき、ど ・何で分かってくれな ・事前アンケートを用
く んな気持ちになりましたか。 いんだろう。 い、話し合いの手が

・通じないなぁ。困っ かりとする。
たなぁ。

・誰にでもある身近な問
題として捉えられるよ
うに意識させる。

２ 学習課題を確認し、話し合いの方
向性をつかむ。 ・直美の行動や気持ちに
○友達とのトラブルについてのお話 着目させながら聞かせ
です。主人公、直美の気持ちを考 る。
えていきましょう。 ・資料を場面ごとに提示

５ することで、直美の気
分 直美の気持ちについて考えていこう。 持ちに、より迫らせた

い。

見 ３ 直美の気持ちを中心に話し合う。 ・家族とのドライブは ・友達との約束を守るべ
つ 楽しいだろうなぁ。 きか、家族とのドライ
め ○お父さんが、急にドライブに行こ ・困ったな。どうしよ ブに行くべきか迷いな
る うと言い出した時、直美はどんな う。 がらも、最終的に大の

ことを考えたでしょう。 ・家族とはこれからも 仲良しである小原さん
ドライブに行けるけ のお別れパーティーを
れど、小原さんには 選ぶ直美の気持ちをし
もう会えないかも知 っかりと捉えさせる。
れない。

・ドライブより友達と
の約束が大切だ。

○小原さんからお別れ会の延期の電 ・こんなことになるな ・家族とのドライブをあ
話をもらった時、直美はどんな気 ら、ドライブにいけ きらめてまでも選んだ
持ちになったでしょう。 ばよかった。 お別れ会の、一方的な

・私は友達との約束を 延期の電話にショック
大切にしたのに。自 を受ける直美の気持ち
分勝手だ。 に共感させる。

・もっと早く電話して
くれれば、ドライブ
に行けたのに。



○翌日、育代と幸子の理由を聞いた ・みんな自分勝手だ。 ・友達の理由を受け入れ
時、直美はどんな気持ちになった ・私だって行きたいド られず、自分が一番正

つ でしょう。 ライブをがまんした しいと思っている直美
か のに。 の気持ちを十分理解さ
む ・絶対に許さない。 せる。

・連絡だってもっと早
くできたじゃない。

◎直美が、なんとなくすっきりしな ・小原さんのためのお ・最後の一文を提示し、
い気持ちになっていったのは、ど 別れ会だったのに、 直美の気持ちの変容に
うしてでしょう。 小原さんをせめてし 迫らせたい。27

分 まった。 ・すっきりしないのは、
・もうちょっと冷静に 自分に対してであるこ
なって理由を聞いて とをおさえさせたい。
あげればよかった。 ・直美の予定のことは、

・私がもう少しみんな 誰も知らなかったこと
の事情や立場を考え や、直美以外の友達の
てあげられれば、み 理由も正しいものであ
んな嫌な気持ちにな ることに気付かせる。
らなかったんだ。

４ 本時の学習から考えたことを話し
広 合い、寛容で謙虚な気持ちについて ・自分の考えや思いを ・書くことによって、自
げ 考える。 押しつけるだけでは 分の考えをしっかりと
る ○今日の授業で、あなたはどんなこ なく、相手の気持ち もたせたい。

とが大切だと思いましたか。プリ を考えて行動するこ
ントに書きましょう。 と。

・相手のことを考え、
○発表しましょう。 言葉できちんと話す ・机間巡視により、意図10

分 こと。 的指名を行う。

ま ５ 教師の説話を聞く。
と 日常の観察から穏やか
め で、相手の意見を尊重
る できている児童を紹介
３ し、今後の実践への意
分 欲付けを図りたい。

６ 板書計画
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７ 資料分析

資料名 お別れ会 出典（ みんなのどうとく」６年）「

・ねらい
自分とは異なる立場の意見にも謙虚に耳を傾け、広い心でお互いを認めようとする気持ちを育て

る。

、①お別れパーテ ②お別れ会が延 ③育代と幸子か ④時間がたつにつれて
ィーに出席する 期になったとい ら出席できなく なんとなくすっきりし

場 か、赤木山へド う電話をもらう なった理由を聞 ない気持ちになる直美
面 ライブに行くか 直美 き、不満がおさ

迷う直美 まらない直美

お父さんが急に 「きょうの午後 翌日、お別れ会 時間がたつにつれて。、
赤城山へドライ のお別れ会ね。 が延期になった
ブにいこうと言 …悪いけど、の 理由を知る。 寛容・謙虚
い出した。 ばしてもいい 」。

外
的 ・家族とのドラ ・こんなことに ・みんな自分勝 ・小原さんのためのお
状 イブは楽しい なるなら、ド 手だ。 別れ会だったのに、
況 だろうなぁ。 ライブにいけ ・私だって行き 小原さんをせめてし
と ・家族とはこれ ばよかった。 たいドライブ まった。
主 からもドライ ・私は友達との をがまんした ・もうちょっと冷静に
人 ブに行けるけ 約束を大切に のに。 なって理由を聞いて
公 れど、小原さ したのに。自 ・絶対に許さな あげればよかった。
の んにはもう会 分勝手だ。 い。 ・私がもう少しみんな
心 えないかも。 ・もっと早く電 の事情や立場を考え
の ・ドライブより 話してくれれ 苛立ち てあげられれば、み
動 友達との約束 ば、ドライブ んな嫌な気持ちにな
き が大切だ。 に行けたのに らなかったんだ。。

・困ったなぁ。 怒り
友情 後悔 広い心

責任 苛立ち

迷い 困惑

・しばらくぶり ・約束していた ・それぞれ理由 ・相手の立場をもうち
の遠乗りドラ のに、延期す はあったんだ ょっと考えてあげら
イブは楽しい るなんてひど ろうけれど、 れれば、みんな嫌な

児 だろうなぁ。 い。 友達との約束 気持ちにならなかっ
童 ・小原さんとは ・断るならもっ を優先した直 たんだ。
の もう会えない と早く連絡す 美がかわいそ ・自分も、もっと友達

、意 かもしれない るべきだ。 うだ。 の気持ちを考えたり
識 から、友達と ・友情をとった ・断るならもっ 許してやれる気持ち

の約束が大切 直美がかわい と早く連絡す をもちたいなぁ。
だ。 そうだ。 るべきだ。

○お父さんが、 ○小原さんから ○翌日、育代と ◎直美が、なんとなく
急にドライブ お別れ会の延 幸子の理由を すっきりしない気持
に行こうと言 期の電話をも 聞いた時、直 ちになっていったの

発 い出した時、 らった時、直 美はどんな気 は、どうしてでしょ
問 直美はどんな 美はどんな気 持ちになった う。

ことを考えた 持ちになった でしょう。
でしょう。 でしょう。

（ ◎中心発問 ）


